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終
身
雇
用
制
の
崩
壊
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
強
引
な

導
入
を
通
じ
た
競
争
の
激
化
は
、
世
界
中
の
大
学
が
直
面
し
て
い
る

重
大
な
問
題
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
要
求
す
る
人
材
育
成
と

研
究
開
発
に
向
け
た
国
家
財
政
の
配
分
と
大
学
の
機
構
改
革
、統
合
・

再
編
を
通
じ
て
、
教
員
と
学
生
の
排
除
と
統
合
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

排
除
と
統
合
の
手
段
は
、
思
想
統
制
や
検
閲
に
替
え
て
、
学
問
分
野

に
お
け
る
「
自
由
競
争
」
で
あ
り
、「
市
場
経
済
」
化
で
あ
る
。
同

時
に
、
国
際
的
に
通
用
す
る
労
働
力
の
形
成
、
流
動
的
な
労
働
力
市

場
を
前
提
と
し
た
職
業
教
育
や
専
門
職
教
育
、
大
学
の
格
付
け
、
教

員
の
階
層
化
、
序
列
化
の
強
化
と
国
家
戦
略
へ
の
統
合
が
競
争
原
理

の
導
入
を
通
じ
て
進
行
し
て
い
る
（
本
稿
は
、
私
が
勤
務
す
る
地
方

国
立
大
学
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
書
い
た
も
の
で
す
。
多
く
の
私
大

や
短
大
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
も
っ
と
厳
し
い
と
思
う
し
、
国
立

大
で
も
状
況
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま

す
）。

▼
新
自
由
主
義
的
大
学
再
編
の
歴
史

　

現
在
に
い
た
る
高
等
教
育
再
編
の
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
一
九
九
一
年
の
大
学
審
議
会
答
申
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い

て
」
が
打
ち
出
し
た
「
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
」
と
九
六
年
の
同

審
議
会
に
よ
る
教
員
任
期
制
の
答
申
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
大
綱
化
」

で
は
、
一
般
教
育
（
教
養
教
育
）
を
担
当
す
る
教
養
部
と
専
門
教
育

を
担
当
す
る
専
門
学
部
の
体
制
を
基
本
的
な
枠
組
み
と
す
る
戦
後
の

大
学
制
度
の
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
教
養
部
廃
止
と
教
養

部
の
教
員
の
再
配
置
を
通
じ
て
教
員
資
源
の
効
率
的
な
運
用
を
目
論

む
合
理
化
政
策
だ
っ
た
が
、
教
養
教
育
の
実
施
に
責
任
を
も
つ
教
員

組
織
が
不
在
と
な
り
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
教
養
教
育
軽
視
の
傾
向
は

是
正
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
衰
退
や
形
骸
化
が
進
ん
だ
。

　

ま
た
、
九
一
年
答
申
で
は
、
大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
が
提
言
さ

れ
、
査
定
制
度
導
入
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
九
八
年
の

大
学
審
議
会
答
申
「
二
一
世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ

い
て

─
競
争
的
環
境
の
中
で
個
性
が
輝
く
大
学
」
で
は
、
大
学
の

競
争
と
市
場
化
に
支
配
さ
れ
る
大
学

小
倉
利
丸

営
組
織
が
導
入
さ
れ
、
学
部
教
授
会
や
教
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
評
議

会
が
も
っ
て
い
た
人
事
権
が
役
員
会
側
に
委
ね
ら
れ
た
。
文
科
省

か
ら
は
事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
管
理
職
が
配
置
さ
れ
、
文
科
省

の
指
揮
・
監
督
は
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
弱
ま
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

国
立
大
学
法
人
法
は
、
文
科
省
の
管
理
統
制
を
維
持
・
強
化
し
う

る
制
度
を
導
入
し
た
。
第
一
に
、
国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
が
文

科
省
に
設
置
さ
れ
、
国
立
大
学
の
「
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
大
学
は
つ
ね
に
文
科
省
の
監

視
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
中
期
目
標
・
中

期
計
画
の
制
度
が
法
的
な
義
務
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
法
人
法
で
は

「
文
部
科
学
大
臣
は
、
六
年
間
に
お
い
て
国
立
大
学
法
人
等
が
達
成

す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
を
中
期
目
標
と
し
て
定
め
、
こ
れ

を
当
該
国
立
大
学
法
人
等
に
示
す
」
と
規
定
さ
れ
た
。
文
部
科
学
大

臣
が
中
期
目
標
を
大
学
に
「
示
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
科
省
に

よ
る
大
学
へ
の
介
入
に
法
的
な
裏
付
け
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
中
期
目
標
に
は
「
教
育
研
究
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項
」「
業

務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項
」
な
ど
と
と
も
に
、「
教

育
及
び
研
究
並
び
に
組
織
及
び
運
営
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
が
行
う

点
検
及
び
評
価
並
び
に
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事

項
」
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
期
目
標
に
基
づ
い
て
、
大
学

は
「
中
期
計
画
」
を
策
定
し
、「
中
期
目
標
法
達
成
状
況
報
告
書
」

を
法
人
評
価
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

教
育
、
研
究
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
第
三
者
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
提
言
さ
れ
、
九
九
年
に
は
再
度
の
大
学
設
置
基
準
改
正
に
よ
っ
て

大
学
の
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
が
義
務
化
さ
れ
る
。

　

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
も
行
政
改
革
の
一
貫
と

し
て
登
場
し
た
。
一
九
九
七
年
、
行
政
改
革
会
議
の
「
最
終
報
告
」

に
行
政
の
簡
素
化
、
効
率
化
の
一
貫
と
し
て
独
法
化
が
言
及
さ
れ
、

九
九
年
四
月
の
閣
議
で
「
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
大
学
改
革
の
一
環
と
し
て
検
討

し
、
平
成
一
五
年
ま
で
に
結
論
を
得
る
」
と
い
う
方
針
が
決
定
さ
れ

る
。 

　

今
世
紀
に
入
る
と
、
高
等
教
育
の
新
自
由
主
義
的
な
改
革
が
加
速

化
す
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
総
合
規
制
改
革
会
議
第
一
次
答
申

で
は
、「
高
等
教
育
に
お
け
る
自
由
な
競
争
環
境
の
整
備
」
が
盛
り

込
ま
れ
、
大
学
の
学
部
や
学
科
の
新
設
な
ど
の
規
制
緩
和
が
進
む
一

方
で
、
第
三
者
に
よ
る
評
価
認
証
（
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
制

度
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
、
研
究
資
金
に
つ
い
て
も
、「
競
争
的
な

研
究
資
金
の
拡
充
と
競
争
的
な
配
分
」
が
強
調
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
二
〇
〇
二
年
の
国
立
大
学
の
法
人
化
の
た
め
の
法
整
備

の
閣
議
決
定
、
〇
三
年
、
国
立
大
学
法
人
法
等
関
係
六
法
の
成
立
、

〇
四
年
、
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
へ
の
移
行
と
な
る
。
独
法
化

は
、
現
在
の
国
立
大
学
の
危
機
の
も
っ
と
も
大
き
な
源
泉
と
な
る
制

度
的
な
変
更
を
も
た
ら
し
た
。
法
人
と
し
て
の
国
立
大
学
に
は
、
役

員
会
や
経
営
評
議
会
な
ど
こ
れ
ま
で
の
国
立
大
学
に
は
な
か
っ
た
経
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こ
の
文
科
省
へ
の
報
告
と
は
別
に
、
大
学
は
、
政
令
で
定
め
ら
れ

た
期
間
に
教
育
、
研
究
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
自
己
点
検
評
価
を

実
施
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
認
証
す
る
評
価
機
関
の
認
証
評
価
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
〇
年
に

「
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
」
が
設
置
さ
れ
る
。
機
構
は
、「
大
学

の
目
的
」「
教
育
研
究
組
織
（
実
施
体
制
）」「
学
生
の
受
入
」「
教
育

内
容
及
び
方
法
」「
教
育
の
成
果
」
な
ど
一
一
の
基
準
に
よ
っ
て
大

学
を
評
価
す
る
。
〇
六
年
度
に
は
一
〇
の
国
公
立
大
学
が
、
〇
七
年

度
に
は
三
八
の
国
公
立
と
私
立
大
学
が
評
価
を
受
け
た
［
１
］。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
学
の
合
理
化
は
、
文
科
省
だ
け
で
な
く
、
中
央

省
庁
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
成

果
主
義
に
基
づ
く
自
己
点
検
・
評
価
や
第
三
者
評
価
、
外
部
評
価
な

ど
、
監
視
と
評
価
が
二
重
、
三
重
に
課
さ
れ
る
異
常
な
状
況
が
作
ら

れ
て
き
た
。
競
争
を
通
じ
た
国
家
予
算
の
戦
略
的
な
配
分
、
大
学
の

人
的
資
源
の
国
家
に
と
っ
て
の
有
効
活
用
の
実
現
、
民
間
資
金
の
導

入
と
産
官
学
連
携
強
化
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
進
み
、
こ
れ
ら
が
達

成
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
が
評
価
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

競
争
環
境
の
醸
成
を
通
じ
て
、
国
家
や
企
業
に
批
判
的
な
研
究
者
が

不
公
正
な
競
争
の
な
か
で
敗
北
を
強
い
ら
れ
、
排
除
さ
れ
る
よ
う
な

環
境
が
作
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
他
方
で
、
資
金
獲
得
の
た
め
に

積
極
的
に
資
金
提
供
者
の
意
図
に
沿
う
よ
う
に
研
究
体
制
を
シ
フ
ト

さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
社
会
や
国
家
へ
の
貢
献
と
し
て
好
ま
し

い
研
究
者
の
あ
り
か
た
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
徐
々
に
常
識
化
す

る
よ
う
に
な
る
。

▼
兵
糧
攻
め

　

国
家
財
政
か
ら
の
助
成
（
国
立
大
学
の
場
合
は
運
営
費
交
付
金
と

呼
ば
れ
る
）
が
減
ら
さ
れ
る
な
か
で
、
二
つ
の
重
要
な
変
化
が
生
ま

れ
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
要
求
さ
れ
、
教
員
の
研
究
費
も

一
律
に
配
分
さ
れ
る
額
が
減
ら
さ
れ
、
科
学
研
究
費
、
政
府
省
庁
、

民
間
の
財
団
の
助
成
金
な
ど
競
争
的
資
金
の
獲
得
が
促
さ
れ
、
採

択
さ
れ
な
け
れ
ば
研
究
を
継
続
で
き
な
い
状
況
が
作
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
各
大
学
は
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
、
学
費
値
上
げ
が
恒
常
化

し
、
私
学
と
の
学
費
の
格
差
が
縮
ま
り
、
貧
困
層
の
進
学
や
勉
学
に

深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
間
で
競
争
的
資
金
取
得
に

格
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
常
勤
の
大
学
研
究
者

が
も
っ
と
も
多
く
利
用
す
る
科
学
研
究
費
（
継
続
分
を
含
む
総
額
約

一
三
〇
〇
億
円
、
新
規
採
択
分
約
五
〇
〇
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
採

択
率
（
応
募
件
数
に
対
す
る
採
択
件
数
の
割
合
）
で
は
、
大
学
教
員

全
体
の
三
割
が
所
属
す
る
国
立
大
学
が
四
割
を
占
め
、
大
学
教
員
の

半
数
が
所
属
す
る
私
立
大
学
は
三
割
台
と
低
い
［
２
］。
科
研
費
配
分

の
大
学
別
採
択
件
数
（
継
続
と
新
規
を
合
わ
せ
た
合
計
）
上
位
一
〇

大
学
は
す
べ
て
国
立
大
学
（
東
大
、
京
大
、
東
北
大
、
阪
大
、
九
大
、

名
大
、
北
大
、
筑
波
大
、
広
大
）
だ
。
東
大
一
校
で
約
一
五
〇
億
円
、

次
い
で
京
大
が
約
一
〇
〇
億
円
、
東
北
大
と
九
大
が
七
〇
億
円
代
で

続
く
［
３
］。
科
研
費
の
採
択
に
関
す
る
審
査
の
透
明
性
は
不
十
分
で

あ
り
、
文
字
通
り
の
意
味
で
の
客
観
的
な
評
価
が
可
能
な
わ
け
で
は

な
い
。
申
請
者
が
文
科
省
や
政
府
の
政
策
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
採

択
さ
れ
や
す
い
研
究
内
容
に
シ
フ
ト
す
る
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
、
多
く
の
大
学
で
、
文
科
省
担
当
者
の
説

明
会
が
実
施
さ
れ
、
教
員
に
対
す
る
申
請
の
義
務
化
も
行
わ
れ
て
い

る
。
不
申
請
教
員
へ
の
研
究
費
の
カ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
科
研
費
へ
の
応
募

は
、
非
常
勤
の
教
員
で
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
教

員
の
格
差
を
固
定
化
す
る
要
因
を
つ
く
っ
て
い
る
。「
世
界
最
高
水

準
」
な
ど
と
い
う
競
争
目
標
そ
れ
自
体
に
疑
問
を
も
っ
て
こ
う
し
た

競
争
を
否
定
す
る
立
場
に
立
つ
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
研
究
者
に
と
っ

て
は
、
競
争
を
強
制
す
る
文
科
省
や
大
学
の
方
針
そ
の
も
の
が
学
問

研
究
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
な
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る

こ
と
は
稀
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
教
員
数
の
削
減
で
あ
る
。
非
常
勤
の
教
員
を
削

減
し
、
常
勤
の
教
員
の
授
業
数
を
増
や
し
た
り
、
逆
に
常
勤
の
教
員

を
削
減
し
て
非
常
勤
に
振
り
替
え
た
り
、
常
勤
の
教
員
を
任
期
制
で

雇
用
し
、
終
身
雇
用
の
教
員
を
減
ら
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に

よ
っ
て
人
件
費
削
減
が
恒
常
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教

育
組
織
の
学
部
に
教
員
が
所
属
す
る
教
育
と
研
究
を
一
体
の
も
の
と

す
る
従
来
の
制
度
か
ら
教
員
組
織
と
教
育
組
織
を
分
離
す
る
傾
向
も

強
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
学
全
体
で
教
員
を
プ
ー
ル
し
、
必
要

に
応
じ
て
必
要
な
授
業
に
学
部
を
越
え
て
教
員
を
派
遣
す
る
仕
組
み

だ
。
各
学
部
が
か
か
え
て
い
る
同
一
（
類
似
）
授
業
科
目
の
教
員
を

減
ら
す
目
論
見
で
あ
る
。
教
員
は
特
定
の
学
部
に
所
属
せ
ず
、
教
員

プ
ー
ル
の
組
織
に
所
属
し
、
複
数
の
学
部
に
ま
た
が
っ
て
授
業
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
教
員
資
源
の
有
効
活
用
＝
人
件
費
削
減
と
合
理
化

が
図
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
は
、
運
営
費
交
付
金
（
大
学
に
対
す
る
国

家
財
政
に
よ
る
補
助
金
）
を
毎
年
一
％
削
減
し
て
き
た
が
、
今
年
七

月
二
九
日
の
閣
議
で
、
〇
九
年
度
概
算
要
求
基
準
で
は
国
立
大
学
の

運
営
費
交
付
金
、
私
立
大
学
助
成
費
の
削
減
率
を
三
％
と
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
の
国
立
大
学
、
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
長
会
議
で
、
文
科
省
の
担
当
者
は
、
運
営
費
交
付
金
を
一
律
配

分
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
の
実
状
に
応
じ
た
配
分
に
切
り
替
え
る

可
能
性
を
示
唆
し
た
と
い
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
文
科
省
の
評
価
の

高
い
大
学
に
は
よ
り
多
く
の
運
営
費
交
付
金
を
配
分
す
る
と
い
う
よ

う
な
差
別
的
な
配
分
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
う
な
る
と
、
各
大
学
と
も
文
科
省
の
戦
略
に
沿
う
よ
う
な
大
学
経

営
（
教
育
と
研
究
）
を
ま
す
ま
す
強
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

財
政
規
模
は
大
学
の
規
模
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
一
概
に

い
え
な
い
が
、
私
の
富
山
大
学
の
場
合
、
年
間
予
算
一
八
五
億
円
の

う
ち
、
人
件
費
が
約
一
三
〇
億
円
、
物
件
費
が
五
五
億
円
で
あ
る
。

授
業
料
収
入
な
ど
自
己
収
入
が
五
〇
億
円
。
一
三
五
億
円
が
文
科
省

か
ら
の
運
営
費
交
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
上
述
し
た
運
営
費
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交
付
金
の
一
％
削
減
は
年
間
で
一
億
円
以
上
の
削
減
と
な
り
、
人
件

費
削
減
は
避
け
ら
れ
ず
、
毎
年
各
学
部
で
一
〜
二
名
程
度
の
教
員
定

員
削
減
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
運
営
費
交
付
金
の
三
％
削
減
は
、

教
職
員
の
生
首
を
切
る
と
か
、
大
幅
な
給
与
削
減
な
ど
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
、
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
数
字
だ
。
今
後
は
、
道
州

制
へ
の
移
行
の
議
論
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
、
国
立
大
学
の
さ
ら
な

る
統
廃
合
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
［
４
］。

　

さ
ら
に
こ
う
し
た
人
件
費
削
減
の
圧
力
は
大
学
設
置
基
準
に
定
め

ら
れ
た
「
標
準
教
員
数
」
を
め
ぐ
っ
て
も
争
点
化
さ
れ
は
じ
め
た
。

設
置
基
準
で
は
「
学
部
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員

数
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
系
の
学
部
は
一
学
科

の
学
生
定
員
が
四
〇
〇
〜
六
〇
〇
名
で
教
員
数
一
〇
名
で
あ
る
。
私

の
勤
務
先
の
学
部
を
こ
の
標
準
教
員
数
で
算
定
す
る
と
三
〇
名
程
度

と
な
る
が
、
現
在
の
教
員
数
は
こ
の
数
の
二
倍
を
上
回
る
。
標
準
教

員
数
は
最
低
限
の
教
員
数
の
目
安
と
さ
れ
、
戦
後
の
高
等
教
育
政
策

の
な
か
で
文
部
省
自
ら
が
こ
の
標
準
教
員
数
を
上
回
る
定
員
を
認
め

て
予
算
措
置
を
し
て
き
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
財
務
省
が
こ
の
標

準
教
員
数
に
対
し
て
実
際
の
各
大
学
の
教
員
数
が
大
幅
に
超
過
し
て

い
る
現
実
を
槍
玉
に
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
標
準
教
員
数
を
基
準

と
す
る
リ
ス
ト
ラ
と
な
る
と
教
員
数
半
減
と
い
う
事
態
を
招
く
。
こ

れ
は
現
実
的
な
話
で
は
な
い
の
だ
が
、
経
営
側
は
話
題
と
し
て
こ
う

し
た
恐
ろ
し
い
話
を
持
ち
出
す
こ
と
を
通
じ
て
危
機
を
煽
り
、
合
理

化
に
教
員
を
同
調
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

▼
制
度
化
さ
れ
る
格
差
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
貧
困
化

　

大
学
間
に
積
極
的
な
格
差
を
持
ち
込
む
よ
う
な
政
策
が
次
々
に
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
。
研
究
中
心
の
大
学
と
教
育
中
心
の
大
学
、
あ
る

い
は
大
学
院
中
心
の
大
学
と
学
部
教
育
中
心
の
大
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
先
端
的
研
究
を
担
う
大
学
と
地
域
の
高
等
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
大
学
な
ど
、
大
学
の
機
能
の
多
様
化
が
進

む
と
同
時
に
、
大
学
間
の
格
差
も
制
度
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
、

研
究
中
心
の
大
学
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
社
会
的
に
高
い
も
の
と
み
な
さ

れ
る
風
潮
が
あ
る
た
め
に
、
学
生
の
教
育
と
い
う
重
要
な
役
割
が
軽

視
さ
れ
る
傾
向
が
水
面
下
で
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

学
生
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
ひ
と

つ
は
、
学
生
の
「
質
の
管
理
」
強
化
で
あ
る
。
教
員
の
自
主
的
な
教

育
へ
の
努
力
で
は
な
く
、
シ
ラ
バ
ス
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
、
成
績
の

厳
格
化
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
、
欧
米
標
準
の
成
績
評
価
制
度
で

あ
る
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
導
入
、
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン

ト
）
研
修
な
ど
、
制
度
的
な
労
務
管
理
強
化
の
手
法
を
通
じ
て
、
大

学
教
育
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
学
生
の
「
品
質
管
理
」
を
強
化

す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
教
員
数
の
削
減
の
影
響
を
受
け
て
、
多
様
な
授

業
科
目
が
提
供
で
き
な
く
な
り
、
コ
ア
と
な
る
科
目
を
中
心
と
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ス
リ
ム
化
が
強
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
経
済
学
の
場
合
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
を

コ
ア
科
目
と
し
て
そ
の
上
に
経
済
学
関
連
の
専
門
科
目
を
積
み
上
げ

る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
中
心
と
な
る
結
果
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス

経
済
学
な
ど
い
わ
ゆ
る
非
近
代
経
済
学
を
体
系
的
に
学
ぶ
よ
う
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
組
め
な
く
な
る
。
財
政
の
逼
迫
や
定
員
削
減
の
な
か

で
、
ど
の
授
業
科
目
を
残
し
、
何
を
削
除
す
る
の
か
、
あ
ら
た
な
教

員
採
用
を
ど
の
よ
う
な
授
業
科
目
で
行
う
の
か
と
い
っ
た
議
論
は
、

基
礎
的
な
科
目
、
基
本
的
に
学
生
に
学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必

須
科
目
の
優
先
順
位
が
高
く
な
る
た
め
に
、
周
辺
的
、
学
際
的
な
科

目
か
ら
教
員
が
減
ら
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
結
果
的
に
は
、
批
判
的

な
ス
タ
ン
ス
を
と
る
学
問
や
授
業
科
目
の
排
除
効
果
を
生
み
出
す
結

果
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
員
数
削
減
→
授
業
科
目
の
ス
リ
ム
化
→
周
辺
的
な
科
目
の
排
除

に
よ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
貧
弱
化
を
補
完
す
る
手
立
て
と
し
て
、

文
科
省
は
「
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
」
制
度
の
導
入
を
積
極
的
に
促
し
て

き
た
。
よ
う
す
る
に
、
学
生
に
も
う
ひ
と
つ
の
専
攻
を
持
た
せ
よ
う

と
い
う
わ
け
だ
。
た
と
え
ば
、
文
学
部
の
学
生
が
経
済
学
を
中
心
と

す
る
専
攻
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
学
部
の
垣

根
を
越
え
て
学
生
が
よ
り
自
由
に
多
様
な
選
択
肢
を
も
っ
て
教
育
を

う
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
表
向
き
の
理
由
だ
が
、
実
際
に
は
、
コ
ア

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
に
よ
っ
て
貧
弱
化
し
た
専
門
教
育
を
安
直
に
補
完

す
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
他
学
部
の
学
生
が
副
次
的

に
別
の
学
問
分
野
や
学
際
的
な
分
野
で
体
系
的
な
勉
強
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
教
育
上
の
配
慮
や
基
礎
教
育
の
体

制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
人
的
な
余
裕
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
学
生
の
負
担
ば
か
り
が
重
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、

結
果
的
に
は
、
主
た
る
専
攻
科
目
に
つ
い
て
す
ら
充
分
な
理
解
を
得

ら
れ
な
い
状
態
に
置
か
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

▼
合
理
化
の
手
段
と
し
て
の
学
際
、
新
領
域
、
融
合
領
域

　

教
育
シ
ス
テ
ム
の
合
理
化
の
も
っ
と
も
ら
し
い
口
実
と
し
て
学
際

的
な
領
域
の
教
育
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
環
境
、
情

報
、
福
祉
な
ど
人
文
社
会
系
と
自
然
科
学
系
の
両
方
に
ま
た
が
る
学

際
的
な
領
域
を
中
心
に
、
あ
ら
た
な
学
部
や
大
学
院
の
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
大
学
全
体
の
入
学
定
員
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い

な
か
で
、
新
た
な
学
部
や
大
学
院
の
設
置
は
、
既
存
の
学
部
の
縮
小

を
意
味
す
る
。
大
学
院
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
学
部
で
ひ
と
つ
の
大

学
院
を
設
置
す
る
総
合
大
学
院
や
、
学
部
（
学
士
課
程
）
を
も
た
な

い
大
学
院
の
設
置
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
環
境
、
情
報
、
人

間
、
総
合
と
い
っ
た
言
葉
を
適
当
に
組
み
合
わ
せ
た
意
味
不
明
な
学

部
や
大
学
院
が
増
え
続
け
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
学
際
的
な
領
域
や
新
た
な
学
問
分
野
の
教
育
の
必
要
性

が
、
既
存
の
学
問
分
野
に
対
す
る
総
括
を
ふ
ま
え
て
真
剣
に
議
論
さ

れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
既
得
権
を
主
張
し
合
理
化
に
抵

抗
す
る
既
存
の
学
部
組
織
を
解
体
再
編
す
る
た
め
の
口
実
と
し
て
、

学
際
的
な
領
域
が
経
営
側
の
政
治
的
な
思
惑
で
利
用
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
本
来
の
意
味
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で
の
学
際
的
な
分
野
か
ら
の
挑
戦
は
、
既
存
の
学
問
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

と
抵
触
す
る
な
か
で
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
を
要
求
し
て
新
し
い
学

問
の
体
系
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、「
環
境
」
と
い

う
テ
ー
マ
は
現
代
で
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
経
済
学
、
法
学
、

政
治
学
の
主
流
の
教
科
書
で
の
扱
い
は
副
次
的
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
環
境
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
文
字
通
り

コ
ア
と
す
る
よ
う
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
と
り
わ
け
財
政
逼
迫

の
な
か
で
は
、
既
存
の
学
問
分
野
と
の
激
し
い
軋
轢
な
し
に
は
成
り

立
た
な
い
。
こ
う
し
た
学
際
的
な
分
野
の
必
要
を
切
実
に
意
識
す
る

教
員
集
団
と
経
営
側
の
問
題
意
識
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
が
、
既

存
学
部
の
ス
リ
ム
化
と
い
う
合
理
化
の
方
便
と
し
て
導
入
す
る
こ
と

し
か
念
頭
に
な
い
経
営
側
に
は
そ
う
し
た
見
識
は
な
い
。
結
果
と
し

て
、
各
学
部
の
合
理
化
＝
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
に
よ
っ
て
周
辺
化

さ
れ
た
科
目
を
ま
と
め
て
、「
総
合
」
的
な
学
部
を
作
る
と
い
っ
た

寄
せ
集
め
に
落
ち
着
く
。
こ
の
よ
う
な
学
部
の
実
際
の
担
い
手
で
あ

る
教
員
相
互
の
間
の
教
育
や
研
究
に
つ
い
て
の
共
通
の
問
題
意
識
の

形
成
は
、
つ
ね
に
後
回
し
に
な
る
。
私
の
大
学
の
あ
る
会
議
で
次
の

よ
う
な
こ
と
を
冗
談
ま
じ
り
に
発
言
し
た
理
事
が
い
た
。「
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
分
野
の
教
員
が
自
分
の
専
門
に
即
し
た
講
義
を
行
い
、
学

生
は
こ
れ
ら
の
教
員
の
講
義
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
の
成
果

を
自
分
の
頭
の
中
で
『
総
合
』
す
れ
ば
い
い
、
こ
う
す
れ
ば
、
教
員

は
自
分
の
専
門
か
ら
出
る
必
要
は
な
く
、
学
生
は
多
様
な
学
問
の
成

果
を
享
受
で
き
る
」
と
。
学
生
と
教
員
へ
の
侮
辱
は
こ
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。

▼
業
績
評
価
と
競
争
原
理
に
よ
る
教
員
管
理

　

上
記
の
よ
う
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
と
と
も
に
、
研
究
業

績
な
ど
に
よ
っ
て
教
員
の
査
定
や
雇
用
を
厳
し
く
管
理
す
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
こ
れ
ま
で
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
し

て
、
研
究
業
績
評
価
の
給
与
へ
の
反
映
の
制
度
化
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
私
の
大
学
で
は
、
研
究
業
績
も
、
国
際
的
に
定
評
あ
る
学
会
誌

へ
の
投
稿
に
も
っ
と
も
高
い
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
、
国
内
の
査
読
付
き

学
会
誌
、
中
央
の
著
名
な
学
術
出
版
社
か
ら
の
出
版
を
そ
れ
以
外
の

雑
誌
等
へ
の
寄
稿
よ
り
も
高
く
評
価
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
現
在
試
行
段
階
だ
が
、
近
い
将
来
、
こ
の
ポ
イ
ン

ト
制
と
給
与
な
ど
の
査
定
と
が
リ
ン
ク
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
同
じ
時
間
を
費
や
す
な
ら
、
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所

の
季
刊
誌
に
書
く
よ
り
も
学
会
誌
に
投
稿
し
た
方
が
有
利
に
な
る
し
、

自
費
出
版
で
あ
っ
て
も
地
方
の
小
出
版
社
か
ら
出
版
す
る
よ
り
は
東

京
の
学
術
出
版
社
か
ら
出
版
し
た
方
が
ポ
イ
ン
ト
は
高
く
な
る
。
人

文
社
会
科
学
の
分
野
で
は
査
読
制
度
は
必
ず
し
も
公
正
さ
を
保
障
し

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
学
術
会
議
の
報
告
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

だ
が
［
５
］、
そ
れ
で
も
な
お
無
批
判
に
査
読
重
視
が
主
張
さ
れ
、
業

績
評
価
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
教
員
の
採
用
や
昇
進
制
度
へ
の
競
争
原
理
の
導
入
強
化

も
進
ん
で
い
る
。
内
部
昇
進
よ
り
も
外
部
と
の
競
争
が
奨
励
さ
れ
、

新
規
採
用
に
際
し
て
も
任
期
付
き
で
あ
っ
た
り
、
終
身
雇
用
の
教
授

で
あ
っ
て
も
定
期
的
な
査
定
を
導
入
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
で
て

き
て
い
る
。
雇
用
環
境
は
不
安
定
感
を
増
し
、
将
来
へ
の
不
安
を
抱

く
研
究
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
安
定
な
状
況
は
、
文
科
省

や
大
学
の
経
営
側
に
と
っ
て
は
、
財
務
・
労
務
管
理
上
も
教
育
・
研

究
内
容
へ
の
介
入
に
お
い
て
も
有
利
な
条
件
を
生
み
出
す
。
ま
す
ま

す
少
な
く
な
る
終
身
雇
用
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
政
府

や
企
業
に
対
し
て
批
判
的
な
研
究
へ
の
自
主
規
制
や
主
流
の
学
会
や

時
流
に
乗
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
っ
た
自
己
規
制
が
働
く

し
、
研
究
者
が
自
由
に
み
ず
か
ら
の
思
想
信
条
に
基
づ
い
た
研
究
を

行
う
こ
と
が
、
安
定
し
た
研
究
者
と
し
て
の
将
来
を
犠
牲
に
す
る
よ

う
な
覚
悟
を
強
い
ら
れ
る
。

▼
お
わ
り
に

　

大
学
も
教
育
制
度
の
一
環
と
し
て
、
資
本
主
義
的
な
人
口
再
生
産

機
構
を
担
い
、
労
働
市
場
の
差
別
選
別
機
構
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

大
学
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
選
別
機
構
の
頂
点
に
あ
る
こ
と
は

今
で
も
変
わ
ら
な
い
［
６
］。
高
学
歴
化
は
、
中
卒
や
高
校
中
退
者
な

ど
学
歴
の
な
い
人
び
と
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
不
可
視
化
し
排
除

と
差
別
の
な
か
に
追
い
や
っ
て
い
る
現
実
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ

て
お
り
、
大
学
問
題
よ
り
も
む
し
ろ
学
歴
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
人

び
と
の
問
題
こ
そ
が
重
要
だ
と
い
う
思
い
が
私
に
は
強
い
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
し
て
も
、
高
等
教
育
に

は
そ
れ
な
り
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
だ
。
現
在
進
行
し

て
い
る
の
は
、
少
子
化
と
進
学
率
上
昇
と
い
う
日
本
国
内
の
事
情
と

資
本
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
先
進
国
の
高
等
教
育
機
関

が
学
生
の
獲
得
を
人
口
の
多
い
ア
ジ
ア
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い
る
と
い
う
事
態
だ
。
こ
う
し
た
な
か
で

先
進
国
は
、
学
術
・
研
究
評
価
の
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
化
の
覇
権
を
維

持
・
拡
大
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
知
識
や
文
化
へ
の
支
配
の
基
盤
を

国
境
を
越
え
て
拡
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
う
し
た
状
況
の

な
か
で
守
勢
に
回
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
支
配
層
の
危
機
感
が
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
、「
歴
史
の
終
焉
」
や
「
大
き
な
物
語
の
終
焉
」

を
謳
歌
し
た
資
本
主
義
の
知
的
な
覇
権
体
制
は
、
同
時
に
反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
西
欧
文
化
に
抵
抗
す
る
第
三
世
界
の
多
様
な
主
体
の
前

に
、
そ
の
態
勢
建
て
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
知
識
・
情
報
産
業
が

基
軸
産
業
と
な
り
、
文
化
が
市
場
経
済
と
不
可
分
な
価
値
観
の
基
盤

を
提
供
す
る
な
か
で
、「
知
識
」
は
資
本
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
戦
略
的
中
核
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
り
、
政
治
経

済
と
不
可
分
な
領
域
へ
と
転
換
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
近

代
社
会
の
理
念
と
し
て
の
学
問
・
研
究
の
自
由
や
思
想
信
条
の
自
由

は
、
危
機
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
や

レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
時
代
の
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
資
本
主
義
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
に
埋
め
込
ま
れ
た
形
で
、
そ
の
危
機
は
進

行
し
て
い
る
。
近
代
社
会
が
形
成
し
て
き
た
大
学
や
学
問
は
こ
の
意

味
で
死
に
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
だ
。
反
グ
ロ
ー
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バ
リ
ズ
ム
運
動
が
、
資
本
主
義
の
幻
想
を
拒
否
し
、
制
度
か
ら
の

切
断
の
な
か
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
動
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
知
識

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
も
ま
た
、
い
ま
一
度
大
学
の
幻
想
を
断
ち
切
る

な
か
で
、
そ
の
外
部
に
こ
そ
創
造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

【
注
】

［
１
］
大
学
の
評
価
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の

下
記
の
ウ
エ
ッ
ブ
を
参
照
。http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/index.

htm
l

［
２
］
文
部
科
学
省
の
二
〇
〇
八
年
度
デ
ー
タ
。http://211.120.54.153/

b_m
enu/houdou/20/04/08042104/004.pdf

［
３
］http://211.120.54.153/b_m

enu/houdou/20/04/08042104/008.
pdf

［
４
］『
東
京
新
聞
』
八
月
四
日
付
報
道
で
は
、
〇
七
年
度
の
国
立
大
学
の

人
件
費
は
九
三
〇
〇
億
円
減
少
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
独
法
化
後
の
国

立
大
学
の
財
務
状
況
に
か
ん
す
る
研
究
で
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
帝
大
有
利

の
構
造
が
強
化
さ
れ
、「
自
己
収
入
の
伸
び
が
経
費
の
増
加
に
お
い
つ

い
て
い
な
い
大
学
は
半
数
に
上
っ
て
い
て
、
長
期
的
な
財
務
の
持
続
可

能
性
を
確
保
す
る
上
で
問
題
が
あ
る
」
こ
と
、「
一
部
の
大
学
で
は
業

務
費
の
伸
び
に
対
し
て
常
勤
給
与
と
非
常
勤
給
与
の
合
計
が
反
対
に
減

少
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
常
勤
職
員
へ
の
労
働
負
荷
の
増
加
で
支
え

ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
山
本
清
「
財
務
に
見
る
法
人
化

後
の
大
学
行
動
」、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー

『
大
学
財
務
経
営
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
八
年
。

［
５
］
第
19
期
日
本
学
術
会
議
、
第
１
部
報
告
「
人
文
・
社
会
系
の
分
野

に
お
け
る
研
究
業
績
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」、と
く
に
２
〜
３
「
人

文
・
社
会
系
の
研
究
業
績
評
価
に
お
け
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
の
問
題
点
」

参
照
。http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-19-t1026.pdf

［
６
］
本
稿
で
は
扱
え
な
か
っ
た
が
、
大
学
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

文
献
を
参
照
の
こ
と
。
九
〇
年
代
の
行
革
当
時
の
日
本
の
大
学
問
題
に

つ
い
て
は
、
巨
大
情
報
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
会
編
『
シ
リ
ー
ズ
・
変

貌
す
る
大
学
』（
社
会
評
論
社
）、
岩
崎
稔
他
編
『
激
震
！
国
立
大
学

─
独
立
行
政
法
人
化
の
ゆ
く
え
』（
未
来
社
）
な
ど
参
照
。
国
外
の

議
論
に
つ
い
て
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
構
造
調
整
と
大
学
問
題
に

関
し
て
、Silvia Federici, et.al. A Th

ousand Flow
ers, Social Struggles 

against Structual Adjustm
ent in African U

niversities, A
frica W

orld 
Press, 2000, 

欧
米
に
つ
い
て
は
、Sheila Slaughter and Larry L. 

Leslie, Academ
ic Capitalism

, Johns H
opkins U

niversity, 1999; M
arc 

Bousque, H
ow

 the U
niversity W

orks, H
ighter Education and Low

-
w

age N
ation, N

ew York U
niversity Press, 2008; 

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル

デ
ュ
ー
（
石
崎
晴
己
他
訳
）『
ホ
モ
・
ア
カ
デ
ミ
ク
ス
』、
藤
原
書
店
、

一
九
九
七
年
。

（
お
ぐ
ら 

と
し
ま
る
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
運
営
委
員
、

富
山
大
学
教
員
）


